
湾
岸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た

　

志
布
志
湾
岸
地
域
（
串
間
市
、
志
布
志

市
、
大
崎
町
、
東
串
良
町
、
肝
付
町
）
の

魅
力
を
再
認
識
、
発
信
し
よ
う
と
開
催
さ

れ
た
志
布
志
湾
岸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト（
Ｔ

ｈ
ｅ
湾
岸
運
営
委
員
会
主
催
）
の
前
期
審

査
会
が
10
月
５
日
開
催
さ
れ
、
入
賞
作
品

10
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
志

布
志
湾
岸
地
域
の
風
景
を
撮
影
し
た
も

の
。
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
前
に
審
査
委

員
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
審
査
し
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
後
期
作
品
受
け
付
け
は
来

年
３
月
末
ま
で
。
入
賞
者
の
う
ち
宮
崎
県

関
係
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。【
写

真
王
部
門
】
串
間
賞
＝
日
高
廣
志
（
串
間

市
）
△
東
串
良
賞
＝
山
口
英
明
（
都
城
市
）

まちの話題

The topic of the town

九
州
自
動
車
道
整
備
へ

団
結
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー

　

10
月
６
日
、
東
九
州
自
動
車
道
建
設
促

進
日
南
・
串
間
地
区
総
決
起
大
会
が
串
間

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１

部
の
講
演
で
は
渡
辺
学
県
高
速
道
対
策
局

長
が
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要

性
を
強
調
。
決
起
集
会
で
は
串
間
・
日
南
・

志
布
志
市
民
各
１
人
が
「
地
方
は
道
路
整

備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
不
利
益
を
被
っ

て
い
る
。
枠
を
超
え
て
手
を
取
り
合
い
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
訴
え

ま
し
た
。
最
後
に
「
清
武
〜
日
南
間
」
の

早
期
完
成
、「
日
南
〜
串
間
〜
志
布
志
間
」

の
整
備
計
画
早
期
策
定
な
ど
５
項
目
の
大

会
決
議
を
採
択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
安
心
目
指
し

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

地
域
の
安
全
は
助
け
合
い
に
よ
り
自
分

た
ち
の
手
で
守
ろ
う
と
、
10
月
12
日
、
大

束
地
区
の
上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
自

治
会
が
３
自
治
会
合
同
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
３
自
治
会
は
平

成
21
年
４
月
1
日
か
ら
３
年
間
、
串
間
市

の
「
地
域
の
安
全
・
安
心
活
動
推
進
モ
デ

ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
防
犯

の
ぼ
り
を
立
て
た
り
、
商
店
前
で
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
り
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
防

犯
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
日
は
３
班
に
分
か
れ
地
域
内
の

高
齢
者
宅
を
訪
問
。
戸
締
り
や
鍵
か
け
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配

布
し
防
犯
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

も
し
も
の
時
に
備
え
て

津
波
防
災
訓
練
を
実
施

　

地
震
・
津
波
災
害
の
発
生
に
備
え
よ
う

と
10
月
17
日
、
都
井
地
区
・
立
宇
津
（
井
手

宜よ
し

富と
み

自
治
会
長
・
61
戸
）
で
大
規
模
津
波

防
災
総
合
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
和
歌
山
県
南
方
沖
で
Ｍ
８
・
６

の
地
震
が
発
生
、「
大
津
波
」
の
津
波
警

報
が
出
た
と
い
う
想
定
。
避
難
が
指
示
さ

れ
る
と
、
住
民
た
ち
は
地
元
消
防
団
員
な

ど
の
誘
導
に
よ
り
速
や
か
に
高
台
に
避
難

を
完
了
。
そ
の
後
消
火
栓
や
消
化
器
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。
井
手
自
治
会
長
は
「
若
い
人
が
漁
に

出
て
、
高
齢
者
だ
け
が
家
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
今
回
の
訓
練
を
も
し
も
の

時
に
生
か
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
無
病
息
災
願
う

古
式
十
五
夜
柱
松「
火
祭
」

　

10
月
17
日
、
市
木
地
区
・
八
ケ
谷
の
岩

折
神
社
前
で
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を

願
い
古
式
十
五
夜
柱
松
「
火
祭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
「
子
供
柱
松
」。
市
木

小
の
児
童
が
高
学
年
と
低
学
年
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
８
ｍ
と
６
ｍ
の
柱
松
を
自
分
た

ち
の
手
で
建
立
。
柱
松
の
先
に
あ
る
カ
ゴ

を
め
が
け
、
ゴ
ム
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
手
松

を
投
げ
込
む
と
約
５
分
で
命
中
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
柱
松
で
は
、
高
さ

約
18
ｍ
の
柱
松
の
先
に
あ
る
的
を
め
が
け

「
ヨ
ー
イ
ト
ナ
、
ト
ー
ン
ト
ナ
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
手
松
が
次
々
と
投
げ
ら
れ
ま
し

た
。
夜
空
に
描
か
れ
る
幻
想
的
な
光
景
に

訪
れ
た
人
た
ち
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
勢
で
の
授
業
は
面
白
い

小
中
連
携
の
合
同
学
習
会

　

10
月
６
日
、
北
方
小
学
校
と
秋
山
小
学

校
の
５
・
６
年
生
児
童
が
北
方
中
学
校
を

訪
れ
、
小
中
連
携
集
合
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
小
中
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

中
学
校
進
学
時
に
授
業
な
ど
に
な
じ
め
な

く
な
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
予
防
が
目

的
。
ま
た
中
学
校
で
学
習
す
る
こ
と
で
中

学
校
の
先
生
が
授
業
に
入
り
や
す
く
、
児

童
た
ち
が
多
く
の
教
科
を
学
習
で
き
る
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
秋
山
小
学
校
た

だ
一
人
の
５
年
生
近
藤
雄
太
く
ん
は
「
今

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
大
勢
で

勉
強
す
る
の
は
楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
集
合
学
習
会
は
今
後
も
継
続

し
、
教
科
も
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

結
婚
50
年
の
節
目「
金
婚
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

結
婚
50
年
の
節
目
を
祝
う
金
婚
記
念
祝

賀
会
が
10
月
13
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
市
内
で
金
婚
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
１
０
５
組
。
祝
賀
会
に
は

そ
の
う
ち
62
組
が
出
席
し
ま
し
た
。　

　

会
で
は
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
市
の
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

た
い
」
と
野
辺
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
出
席

者
を
代
表
し
福
島
地
区
の
若
松
雄ゆ

う

朗ろ
う

さ
ん
、

良り
ょ
う

子こ

さ
ん
夫
妻
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
同
じ
く
福
島
地
区
の
久ひ

さ

長な
が

達た
つ

朗ろ
う

さ

ん
、
美み

智ち

子こ

さ
ん
夫
妻
が
「
夫
婦
一
心
同

体
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
さ
ら
に

健
康
に
留
意
し
て
市
政
発
展
の
た
め
に
尽

く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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